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平
成

17
年
度
春
日
部
市

　
　

一
般
会
計
決
算
を
認
定

　

議
員
提
出
議
案
は
、
８
議
案
が
提
出
さ
れ
７
議
案
を
可
決

平
成
17
年
度
一
般

会
計
決
算
を
認
定

　

新
春
日
部
市
の
平
成
17
年
10
月

１
日
か
ら
平
成
18
年
３
月
31
日
ま

で
の
半
年
間
の
も
の
で
す
。

○
主
な
内
容

　

予
算
現
額
３
２
２
億
２
４
０
９

万
４
０
０
０
円
に
対
し
て
、
歳
入

決
算
額
は
３
２
５
億
６
４
２
万
２

１
８
６
円
、
歳
出
決
算
額
は
３
０

９
億
１
２
８
２
万
８
９
０
６
円
と

な
り
ま
し
た
。
差
引
残
額
は
、
15

億
９
３
５
９
万
円
と
な
り
、
平
成

18
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

○
歳
入
の
主
な
も
の

　

歳
入
の
根
幹
の
市
税
は
１
１
４

億
２
８
２
２
万
８
０
４
３
円
で
全

体
の
35·

16
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
市
債
が
58
億
１
１
２
０

万
円
（ 

全
体
の
17·

88
％ 

）  

、
国

庫
支
出
金
が
30
億
１
４
５
１
万
７

２
１
４
円
（ 

全
体
の
９·

27
％ 

）、

地
方
交
付
税
は
22
億
５
３
３
４
万

６
０
０
０
円
（
全
体
の
６·

93
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
収
入
が
33
億
９
５
１

１
万
４
５
７
円
（ 

全
体
の
10·

44

％ 
）で
、
旧
市
町
の
歳
計
剰
余
金

20
億
９
９
４
２
万
５
０
０
０
円
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
歳
出
の
主
な
も
の

　

歳
出
に
お
い
て
占
め
る
割
合
の

大
き
い
の
は
、
民
生
費
で
80
億
６

２
８
１
万
８
７
２
２
円
（
全
体
の

26·

08
％
）
、
次
い
で
、
総
務
費

が
57
億
７
２
１
４
万
４
１
２
４
円

（
全
体
の
18·

67
％
）
、
公
債
費

が
40
億
６
７
８
１
万
３
１
２
３
円

（
全
体
の
13·

16
％
）
、
土
木
費

が
39
億
４
８
７
９
万
５
０
５
４
円

（
全
体
の
12·

77
％
）
、
教
育
費

が
34
億
１
５
９
４
万
３
１
９
９
円

（
全
体
の
11·

05
％
）
、
衛
生
費

が
32
億
９
０
１
３
万
６
２
７
２
円

（
全
体
の
10·

64
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
衛
生
費
に
は
、
合

併
に
よ
り
解
散
し
た
埼
葛
清
掃
組

合
経
費
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
経
費

と
し
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

   

【
賛
成
多
数
で
認
定
】

討　

 

論

市
民
本
位
の
市
政
実
現
に
全
力
を

挙
げ
る
こ
と
を
申
し
上
げ

決
算
認
定
に
反
対（
日
本
共
産
党
）

　

合
併
に
よ
っ
て
大
き
く
負
担
が

軽
減
さ
れ
た
と
い
う
実
感
は
あ
り

ま
せ
ん
。
庄
和
地
域
で
行
わ
れ
て

き
た
き
め
細
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
洗
い
出
し
て
復
活
さ
せ
、
全
域

に
広
げ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

財
政
面
で
は
、
少
し
も
好
転
し

た
と
い
う
兆
し
さ
え
な
い
の
は
、

明
ら
か
で
す
。
市
長
は
今
議
会
で
、

宮
代
、
杉
戸
と
の
合
併
を
口
に
し

て
い
ま
す
が
、
春
日
部
、
庄
和
の

合
併
の
市
民
的
な
総
括
も
さ
れ
て

い
な
い
今
日
に
お
い
て
、
軽
々
に

口
に
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
で
は
、

一
歩
前
進
で
す
が
、
こ
れ
で
よ
う

や
く
世
間
並
み
で
す
。
子
育
て
日

本
一
の
公
約
に
ふ
さ
わ
し
い
水
準

ま
で
の
引
き
上
げ
を
求
め
ま
す
。

　

庄
和
総
合
支
所
の
図
書
館
実
現

の
合
併
時
の
約
束
は
一
刻
も
早
く

履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

19
年
度
建
設
、
20
年
度
オ
ー
プ
ン

で
進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

一
層
の
効
率
的
な
財
政
運
営
に

努
め
て
も
ら
う
こ
と
を

要
望
し
て
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

旧
市
町
の
施
策
を
引
き
継
ぎ
つ

つ
合
併
後
の
市
民
生
活
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
、
迅
速
か
つ
効
率

的
な
予
算
執
行
に
努
め
た
こ
と
は
、

評
価
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

歳
入
は
、
自
主
財
源
の
確
保
に

向
け
て
収
納
率
向
上
対
策
に
全
力

で
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
に
、
一
定

の
評
価
を
し
ま
す
。
さ
ら
な
る
財

源
確
保
の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
債
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
か
つ

効
率
的
な
借
り
入
れ
を
望
み
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
北
春
日
部
駅
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
と
身
障
者
ト
イ
レ
が

整
備
さ
れ
て
、
障
害
者
や
高
齢
者

の
安
全
と
利
便
性
が
向
上
し
た
も

の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
庄
和
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
６
月
に
オ

ー
プ
ン
し
て
少
子
化
対
策
の
拠
点

に
な
る
も
の
と
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
春
日
部
駅
、

南
桜
井
駅
周
辺
の
環
境
整
備
を
行

う
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

先
般
、
市
立
病
院
長
、
病
院
事

務
部
長
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
口

頭
注
意
」
、
「
訓
告
」
の
処
分
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
平
成
18
年

６
月
春
日
部
市
議
会
定
例
会
で
の

「
高
橋
弘
監
査
委
員
の
辞
職
を
求

め
る
決
議
」
及
び
、
「
春
日
部
市

立
病
院
の
再
建
、
充
実
を
求
め
る

決
議
」
の
精
神
に
反
す
る
不
当
な

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
処
分

を
市
長
は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
18
年
９
月
22
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

　
　

   

【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

議
員
提
出
議
案

病
院
長
、
病
院
事
務
部
長
に

対

す

る

処

分

の

撤
回
を
求
め
る
決
議

討　

 

論

今
回
の
措
置
は
専
ら

市
長
の
権
限
で
あ
る

た
め
反
対
（
新
政
の
会
）

　

今
回
の
措
置
は
、
職
員
の
行
為

に
対
す
る
地
方
公
務
員
法
に
基
づ

か
な
い
市
長
か
ら
の
注
意
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
市
長

は
、
職
員
の
行
為
に
よ
っ
て
公
務
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の
秩
序
が
保
た
れ
な
い
と
判
断
し

た
時
に
は
、
再
発
防
止
の
た
め
、

必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
今
回
の
措
置
も
そ
れ
に
基

づ
い
た
措
置
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
再
建
へ
向
け
て
の

取
り
組
み
に
水
を
差
す
も
の

で
あ
り
賛
成 (

日
本
共
産
党)

　

６
月
議
会
で
の
「
再
建
・
充
実

を
求
め
る
決
議
」
以
降
、
市
を
挙

げ
て
市
立
病
院
の
再
建
・
充
実
の

た
め
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の

中
で
、
一
方
的
に
病
院
側
だ
け
に

責
任
を
負
わ
せ
て
、
あ
た
か
も
市

長
や
市
長
部
局
に
は
何
ら
責
任
が

な
い
よ
う
な
措
置
は
、
こ
の
決
議

の
精
神
に
反
す
る
と
思
い
ま
す
。

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
や
る
気
を

な

く

す

も

の

で

あ

る

た

め

賛

成
（

春

和

会

）

　

病
院
長
は
、
非
常
に
診
療
業
務

に
熱
意
の
あ
る
立
派
な
方
で
す
。

そ
の
方
が
監
査
委
員
の
言
動
に
対

し
て
思
い
余
っ
て
と
っ
た
措
置
に

対
す
る
処
分
で
す
。
病
院
長
を
罰

す
る
な
ら
ば
、
市
長
も
罰
を
受
け

る
の
が
正
当
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
処
分
は
、
再
建
に
向
け
重

大
な
使
命
が
あ
る
病
院
ス
タ
ッ
フ

を
傷
つ
け
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

平成17年度　会計別決算
（平成17年10月１日〜平成18年3月31日）

歳 入 総 額　691億5,423万円 歳 出 総 額　669億4,546万円

水道事業
（4.1％）

病院事業
（5.2％）

土地取得
（2.5％）
下水道事業
（6.2％）

介護保険
（6.8％）

老人保健
（10.2％）

国民健康保険
（17.5％）

市　税

市　債

諸収入

国庫支出金

地方交付税
県支出金

繰入金
地方譲与税

その他

一般会計
47.0％

特別会計
43.7％

企業会計
9.3％

民生費

総務費

公債費

土木費

教育費

衛生費
消防費
商工費
その他

国民健康保険
（17.7％）

老人保健
（10.6％）

下水道事業
（6.0％）

介護保険
（6.5％）

土地取得
（2.6％）

病院事業
（5.3％）

水道事業
（4.7％）

一般会計
46.2％

特別会計
43.8％

企業会計
10.0％

一　　般　　会　　計
歳　　入 歳　　出

市 税 114億2,823万円 民 生 費 80億6,282万円

市 債 58億1,120万円 総 務 費 57億7,214万円

諸 収 入 33億9,511万円 公 債 費 40億6,781万円

国庫支出金 30億1,452万円 土 木 費 39億4,880万円

地方交付税 22億5,334万円 教 育 費 34億1,594万円

県 支 出 金 15億8,821万円 衛 生 費 32億9,014万円

繰 入 金 13億2,924万円 消 防 費 12億7,132万円

地方譲与税 8億9,705万円 商 工 費 4億2,579万円

そ の 他 27億8,952万円 そ の 他 6億5,807万円

計 325億   642万円 計 309億1,283万円

特　　別　　会　　計
歳　　入 歳　　出

国民健康保険 121億1,236万円 118億5,466万円

老 人 保 健 70億3,780万円 71億1,695万円

介 護 保 険 47億   227万円 43億9,086万円

下水道事業 42億5,392万円 39億9,935万円

土 地 取 得 17億3,604万円 17億3,604万円

西 金 野 井 第 二
土地区画整理事業 2億9,588万円 1億8,962万円

看護専門学校 6,969万円 6,671万円

計 302億   796万円 293億5,419万円

企　　業　　会　　計

病院事業 水道事業

収益的収入 27億4,917万円 22億2,504万円

収益的支出 29億8,449万円 20億8,157万円

資本的収入 8億4,453万円 6億2,111万円

資本的支出 5億5,853万円 10億5,385万円

西金野井第二土地
区画整理事業（0.4％）

看護専門学校
（0.1％）

西金野井第二土地
区画整理事業（0.3％）

看護専門学校
（0.1％）


